
２． 血液学的検査 

【血算 7 項目】 
（1） 調査方法 

調査内容および配付方法については昨年までと同様であるが、調査試料については 4
年前に変更を加えた。具体的にはボランティア 2 名から血液 400mL をテルモ血液バッ

ク CPD（テルモ社）に採取し、EDTA-2K をスプレーコーティングした 2mL の採血管

（ベクトン・ディッキンソン社）に分注した。検体は、以前は赤血球系の項目がおおむ

ね基準範囲内に入るもの(基準値検体)と、低値を示すもの（低値検体）の 2 種のサンプ

ルを調整して作成していたが、3 年前から 2 名のボランティアの血液を調整せずに使用

することにした。そのため 2 種のサンプル間で赤血球系の血算値に大きな差はなく、ど

ちらのサンプルも基準範囲内（女性）の数値となっている。ヘモグロビン濃度（Hb）は

12～13.5g/dL、赤血球数（RBC）は 4.1～4.68×1012/L、ヘマトクリット値（Ht）は 36
～40%、平均赤血球容積（MCV）は 86～89fL であった。 
オープン調査では、例年と同じように 2 種類の CPD-EDTA 加全血を各種類 2 回に分

け（HE1、HE3 および HE2、HE4）、1 日に計 4 検体（2 種類×2 回）測定してもらっ

た。ブラインド調査でも同じように 1 日 4 検体（HE1’-1、HE1’-2 および HE2’-1、HE2’-
2）測定してもらった。なお、試料 1（HE1 および HE3）に対して試料 2（HE2 および

HE4）は、RBC と Hb、Ht がやや高く、白血球数（WBC）はやや低い。血小板数（Plt）
と MCV、網赤血球比率（Ret）については 2 試料間で測定値に大差はなかったが、試料

2 の方が Plt は若干高く、MCV は若干低い。ブラインド調査では HE1’-1 と HE1’-2 が

試料 1、HE2’-1 と HE2’-2 が試料 2 である。 
例年は検体調整の前日に採血を行っているが、今年度は 3 日前（7 月 20 日）に採血を

行い、23 日に分注し、25 日にオープン調査試料として検査所に配付した。ブラインド

調査試料は、オープン調査の試料と同一日（７月 25 日）に測定できるように検査を依

頼した。従ってオープン調査試料とブラインド調査試料は原則として同一日に測定され

たと考えられるが、状況によってはブラインド調査試料の一部が翌日（26 日）測定され

た可能性もある。なお、オープン調査については全施設が 7 月 25 日に測定を行ったと

報告している。 
経時的変化を確認するため、分注日当日から 3 日間にわたり全検査項目の測定を後述

するリファレンス施設で行った。その結果、WBC では経時的な低下を、MCV では経時

的な上昇を認めた。これは採血日が分注の 3 日前になったことが影響していると考えら

れる。従って、26 日以降に測定した場合、WBC と MCV および MCV から算出する Ht
は経時変化の影響を受ける可能性がある。 
各サンプルの分注によるバラツキは、例年と同様に全て統計学的に許容範囲内であっ

た。従って全ての調査試料を評価対象とした。 
調査対象の検査項目は、Hb、WBC、Plt、MCV、Ret、RBC、および Ht の 7 項目で

ある。 
今年度のオープン調査参加施設数は、昨年度より 1 施設少ない 43 施設であった。う

ち 41 施設は自施設で測定しており、残る 2 施設は他施設に外注しているとのことであ

った。オープン調査に参加した施設のうち 2 施設（No.38 と No96）は、測定値に問題
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